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資料１

再苦情の申立てについて

１ 当該入札の概要

（１）入札執行機関：会津地方振興局

（２）工事執行機関：喜多方建設事務所

（３）予定価格：３２，５３８，４５０円

（４）入札年月日：平成２２年３月２４日

（５）入札方式：条件付一般競争入札（総合評価方式・特別簡易型）

２ 当該工事の概要

（１）工事名：緊急地方道整備工事

（２）工事箇所：喜多方市熱塩加納町宮川地内（一般県道大平喜多方線）

（３）工事概要：雪崩予防柵工 Ｌ＝５４．０ｍ Ｈ＝２．５ｍ

○ 岩盤を掘削して、鋼管杭を支柱として建て込む。

○ 岩盤と鋼管杭のすきまにモルタル（砂とセメントと水を練り混ぜたもの）

を入れて、岩盤と鋼管杭を一体化させる。

○ 各支柱（鋼管杭）をワイヤーロープで連結するなどして主要な構造を作り、

金網を張って完成させる。

（４）工事の図面：別紙１のとおり。

３ 再苦情申立者（以下「申立者」という。）

喜多方市熱塩加納町山田字道西４６－１

荒井建設株式会社 代表取締役 荒井直幸

４ 再苦情申立てに至った経過

（１）入札執行（３月２４日）

入札の結果、申立者は第１順位落札候補者となったが、入札金額が調査基準

価格以下であったため、低入札価格調査の対象となった。

（２）低入札価格調査

ア 低入札価格調査資料提出（申立者→喜多方建設事務所／４月７日）

イ 低入札価格調査資料の追加提出（申立者→喜多方建設事務所／４月１２日）

ウ 第１回ヒアリング調査（喜多方建設事務所→申立者／４月１４日）

エ 低入札価格調査資料の追加提出（申立者→喜多方建設事務所／４月２１日）

オ 第２回ヒアリング調査（喜多方建設事務所→申立者／４月２８日）
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（３）技術審査会による審議

ア 審議依頼（喜多方建設事務所→総合評価技術審査会／５月１７日）

喜多方建設事務所は、低入札価格調査の結果を取りまとめ、総合評価技術

審査会へ審議を依頼した。

※ 総合評価技術審査会とは

低入札価格調査の結果、契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあ

るか否か判断する各方部ごとに設置している会議。

イ 総合評価技術審査会開催（５月１８日）

低入札価格調査結果から、入札結果通知書記載の理由が認められたことか

ら、契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると判断した。

（４）入札結果通知書の送付（会津地方振興局→申立者／５月２１日）

（５）入札結果異議申立書の提出（申立者→会津地方振興局／５月２４日）

（６）入札結果異議申立書に関する回答書の送付(会津地方振興局→申立者／５月３１日)

（７）再苦情申立書の提出（申立者→会津地方振興局／６月３日送付・６月４日収受）

５ 再苦情申立ての内容

再苦情申立書の内容について、論点の形で整理すると次のとおりである。

（１）配置人員について

（２）モルタル資材について

（３）下請について

（４）低入札価格調査資料の量について

（５）低入札価格調査に要した期間について

以上の論点を踏まえ、県の統一された内容で低入札価格調査がされた

か精査を求める。
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